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世 帯と 人 口( 2 年. 6. 1)
世 帯　244, 770
人 口　642, 611 人

男　　326, 623 人
女　　315, 988 人

RECYCLE PAPER
森林 資 源を大 切に

東

部

地

域

病

院

オ

ー

プ

ン

7
月
2
7日
、診
療
開
始

区民待望の高度な総合的医療施設F東部

1也i 威病寅完」; ` がこのほど完丙兌し、いよいよ7
月27 日 か ら 診 療 を 開 始 し ま す 。こ の 病 院 は 、
足 立 ・ 葛! r ・ 墨 田 一江 東 ・ 江 戸 川 の5 区 を

レ 中 心? 5
ぶ? S? 域 の 中 核 病 院 と し て 、 東 京 都

と 都 医 師 会 が 共 同 で 設 立 し た 、 鈿 東 京 都 保!
。 医 療 翕 瓢 、開 設 ・ 。 営 す6 も 。t す 。

東
祁
地
域
病
院
(
葛
飾
区
亀

有
5
-
1
4
1
1
)
の
規
模
は
、

敷
地
2
万
5
不
平
方
气

地
下

―
陬
地
上
5
階
建
て
、2
万
7
9
0

平
方
片
(
蝪
院
本
館
)
。病
床
数

は
、
開
設
時
が
約
旧
床
で
、
平

成
3
年
5
月
の
第
2
次
オ
ー
プ

ン
時
に
は
巓
床
(
集
中
冶
療
室

を
含
む
)
に
増
床
さ
れ
ま
す
。

全
身
用
C
T
ス
キ
ャ
ナ
ー
装

置
や
X
線
テ
レ
ビ
装
置
な
ど
最

新
の
医
療
機
器
を
設
置
。
地
域

の
中
核
病
院
に
ふ
さ
わ
し
い
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

公
設
民
営
方
式
で
運
営
さ
れ

る
こ
の
病
院
に
は
、
次
の
よ
う

な
特
色
が
あ
り
ま
す
。

□
地
域
医
療
機
関
か
ら
の
紹
介

予
約
制

東
部
地
域
病
院
は
、
高
度
で

専
門
的
な
治
療
を
行
う
病
院
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
。
外

来
診
療
は
、
救
急
の
患
者
を
除

き
、
原
則
と
し
て
地
域
の
医
療

機
関
か
ら
紹
介
さ
れ
た
患
者
の

み
を
、
予
約
診
療
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
診
療
を
受
け
た

い
人
は
、
ま
ず
、
か
か
り
つ
け

の
病
院
等
で
診
察
を
受
け
、
医

師
が
必
要
と
認
め
た
と
き
、
予

約
の
串
し
込
み
を
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。こ
の
紹
介
予
約
制

に
よ
り
、
外
来
の
混
雑
が
解
消

さ
れ
、
受
診
者
は
ス
ム
ー
ズ
に

適
正
な
医
療
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

□
地
域
医
療
機
関
へ
の
紹
介
　

引
き
続
き
東
部
地
域
訶
院
で

診
療
を
受
け
る
必
要
の
な
い
段

階
ま
で
病
状
が

回
復
、
安
定
し

た
患
者
は
、
元

の
医
療
機
関
に

戻
り
、
そ
こ
で

通
院
治
療
を
受

け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

□
診
療
科
目
　

内
科
、
循
環

器
科
示

児
科
、

外
科
、
整
形
外

科
、
脳
神
経
外

科
、泌
尿
器
科
、

婦
人
科
、眼
科
、

耳
鼻
咽
喉
(
い

ん
こ
う
)

科

、

放
射
線
科
、
麻

酔
科
(
1
2
科
)
　

く

わ

し

く

は
、
東
部
地
域

蜴
院
地
域
医
療

連
絡
室
(
a
5
6
8
2
-
5
1
1
1
)

へ

。

整備 は 仕上 げ の段 階、 オ ープ ン 間近 の東 部地 域 病院

東 部地 域病 院( 葛 飾 区 亀 有5- 14- 1)

足
立
区
議
会
議
長
決
ま
る

議 長
長 塩 英 治

6
月
2
2日
に
開
か
れ
た
、

平
成
2
年
第
2
回
足
立
区
議

会
定
例
会
で
、
議
長
に
長
塩

英
治
議
員
(
自
由
民
主
党
)

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

さ わや かな感動 呼ぶ
足 立 区 民 合 唱 団
発 足 記 念 コ ン サ ート

6
月
9
日
、
足
立
区
民
合
唱

団
の
発
足
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

が
、
文
化
会
館
で
開
か
れ
ま
し

た
。区

歌
「
わ
が
ま
ち
足
立
」
で

開
幕
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
。
千
人

近
い
満
員
の
聴
衆
の
前
で

、「
七

つ
の
子
匸

ロ
ー
レ
ラ
イ

」「
海

の
若
者

」
な
ど
約
3
0
曲
が
披
露

さ
れ

、会
場
は
大
き
な
拍
手
と
、

さ
わ
や
か
な
感
動
に
包
ま
れ
ま

し
た
。

こ
の
合
唱
団
は
、
区
民
に
よ

る
合
唱
団
を
つ
く
ろ
う
と
、
剛

足
立
区
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
文

化
・
ス
ポ
ー

ツ
公
社
が
区

民
に
呼
び
か

け
、
昨
年
の
H

月
に
結
威

し
た
も
の
。

現
在
、
団

員
は
3
5
人
。

年
齢
も
仕
事

も

さ

ま

ざ

ま
、
多
彩
な

顔

ぶ

れ

で

す

。週
2

回
、

厳
し
い
練
習

を
続
け
る
な

か
で

、
団
員

の
心
が
通
い
あ
っ
た
、
質
の
高

い
(
I
モ
ニ
ー
が
生
ま
れ
て
き

ま
し
た
。

「
合
唱
に
は
、こ
こ
が
頂
点
、

と
い
う
完
全
な
も
の
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
そ
こ
ヘ
ー
歩

で
も
近
づ
く
た
め
、
今
回
の
成

功
に
満
足
し
て
し
ま
う
こ
と
な

く
、
こ
れ
か
ら
も
練
習
を
重
ね

て
、
技
術
的
に
も
音
楽
的
に
も

も
っ
と
よ
い
も
の
を
目
指
し
て

い
き
た
い
」
と
、
抱
負
を
語
る

団
主
幹
の
笹
倉
重
男
さ
ん
。

足
立
区
民
合
唱
団
の
第
1
回

定
期
演
奏
会
は
、
来
年
の
2
月
2
4

日
に
開
催
す
る
こ
と
が
決
ま

り
ま
し
た
。
次
回
の
演
奏
会
で

は
、
さ
ら
に
美
し
い
(
I
モ
ニ

ー
が
鑑
賞
で
き
そ
う
で
す
。

区
民
合
唱
団
に
つ
い
て
の
問

い
合
わ
せ
は
、
公
社
・
又
化
事

業
・課

酋
伽
5
2
1
1
へ
。

日
本
の
歌
、
世
界
の
歌
が

ひ
び
く
初
コ
ン
サ
ー
ト

第12回 足 立の花火大 会
夜空を 彩 る6, 000 発の
花 火をあなたのも のに

日 時

7 月26 日( 木)
午 後7 時15 分 ～8 時45 分
( 荒 天の 場合 は27 日 に順 延)
場 所

荒 川 河 川 敷
( 千 住 新 橋 ～ 西 新 井 橋 間)

足
立
区
観
光
協
会
で
は
、

夢
の
あ
る
花
火
大
会
を
盛
り

上
げ
る
た
め
、
区
民
の
皆
さ

ん
か
ら
賛
助
金
の
募
集
を
し

て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

観
光
協
会
事
務

局
(
中
央
本
町
庁
舎
・
穗

工
振
興
課
内

昔
8
8
0
5
1
　
9
1
)

(財
)足
立
区
勤
労
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

愛
称
「
ゆ
う
」に
決
ま
る

動
労
者
の
福
祉
向
上
を
目

的
に
、
今
年
4
月
に
設
立
さ
'

れ
た
剛
足
立
区
動
労
福
祉
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
(
旧
足
立

区
動
労
者
共
済
会
)
の
愛
称

が
、「
ゆ
う
」に
決
ま
り
ま
し

た
。一

般
公
募
3
2
0件の
な
か
、

黒
田
美
土
里
さ
ん
(
伊
興
四

丁
目
在
庄
)
の
命
名
に
よ
る

も
の
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

遊
び
、
余
裕
、
優
雅
、
友

人
な
ど
の
意
味
を
持
つ
「
ゆ

う
」。余
暇
を
自
分
な
り
に
余

裕
を
も
っ
て
遊
ぶ
と
い
う
、

現
代
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

応
援
す
る
セ
ン
タ
ー
の
イ
メ

I
ジ
に
ぴ
っ
た
り
で
す
。

セ
ン
タ
ー

会
員
募
集
中

会
員
に
な
る
と
ホ
テ
ル
・

旅
館
・
遊
園
地
な
ど
の
レ
ジ

ャ
ー
施
設
や
、
プ
ロ
野
球
・

大
相
撲
・
観
劇
等
が
割
安
で

利
用
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

バ
ス
ツ
ア
ー
や
国
内
・
海
外

旅
行
も
特
別
価
格
で
楽
し
め

ま
す
。

あ
な
た
の
余
暇
の
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
、「
ゆ
う

」
を
ご

活
用
く
だ
さ
い

。

会
員
に
な
れ
る
方

▽
区
内

中
小
企
業
(

従
業
員
3
0
0人

以
下
)

の
事
業
主
・
従
業

員

▽
区
外
中
小
企
業
の

従
業
員
(

区
内
在
住
)
　

▽
6

ヵ
月
以
上
の
パ
ー
ト

タ
イ
マ
ー

※
事
業
所
が
一
括
加
入
し

、

会
費
等
を
負
担
す
る
場
合

、

そ
の
経
費
は
税
法
上

、
損
金

ま
た
は
必
要
経
費
と
し
て
処

理
で
き
ま
す

。

入
会
金
2
0
0
円

会
費

月
額
5
0
0円

申
込
方
法

電
話

申
込
・
問
合
せ
先

「
ゆ
う

」

助
足
立
区
動
労
福
祉
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

酋
膜
3
5
8
(

り

□ あ だ ち 広 報 は 、 毎 月5 日 、15 日 、25 日 に 発 行 し ま す
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みんな の健康
足 立 保 健 所　855- 4151千 住 保 健 所 　 888- 4277
江 北 保 健 相 談 所 　 896- 4004
東 和 保 健 相 談 所 　 606- 4171
中 央 本 町 保 健 相 談 所 　 880- 5351 く らし の

情
報

本庁 舎( 千住) への お問い 合わ せは

882- 1111 ㈹

福

祉

届
き
ま
し
た
か

( 福)
医
療
証

(
福
)
老
人
医
家
費
助
成
制
度
は

保
険
診
療
の
自
己
負
廻
額
(
本

人
一
部
負
担
金
を
除
く
)
を
助

虞
す
る
都
の
制
度
で
す
。区
で

は
こ
の
制
度
に
骸
当
す
る
方

に
、7
月
1
日
か
ら
便
用
す
る

(
福
)
医
療
証
を
送
り
ま
し
た
。

受
給
資
格
が
あ
る
の
に
ま
だ

(
福
)
医
家
匪
が
届
か
な
い
方
、最

近
転
入
さ
れ
て
ま
だ
(
福
)
医
療
証

の
申
請
を
し
て
い
な
い
方

。
わ

か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
方
は

、

お
闡
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

。

該
当
す
る
方

▽
足
立
区
に
住

所
か
あ
り

、
大
正
9

年
7
月

2
日
か
ら
大
正
1
4
年
7

月
3
1
　

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
7
　

国
民
健
康
保
険
加
入
考
お
よ

び
社
会
保
険
等
の
被
扶
養
者

7
所
得
制
限
額
(
詼
―
)
以
下

の
所
得
の
方

※
た
だ
し

、
老
人
俣
健
法
の
医

東
受
給
者
証
を
お
幡

ち
の

方

や

、
生
活
保
霞
(

医
療
侠
助
)

受
給
者

、
社
会
保
険
等
の
被
保

険

者
(
本
人
)

の
方
は

該
当
し

ま
せ
ん

。

問
合
せ
先

本
庁
合
(
千
庄
)

。

老
人
医

療
係

表1　(福)平成2 年度
所 得制 限 基 準額 表

※ 平 成元年中 の所得( 原則2 人以上
は1 人増える ごとに35万 円を 加算)

恩
給
欠
格
者
の
皆
さ
ん
へ

恩
船
欠
格
者
の
方
の

う
ち

、

外
地
等
に
助
務
し
た
経
験
が
あ

り

、
在
職
年
か
加
算
年
を
含
め

て
3

年
以
上
で

、
請
求
時
に
お

い
て
日
本
国
楴
を
有
す
る
方
に
S

状
(
内
閣
総
理
大
臣
名
)
を

、

さ
ら
に

、7
0
歳
以
上
の

方
に
は

高
齢
者
の
順
か
ら
銀
杯
を
贈
呈

し
て
い
ま
す

。

た
だ
し
次
の
方
は
対
象
に
な

り
ま
せ
ん

。

▽
恩
給
法
上
の
旧

草
人
草
萬

で

、
恩
給
(
年
金
)

ま
た
は

旧
單
人
軍
属
と
し
て
の

在
職

に
闘
連
す
る
給
付
(

年
金
)
　

を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
方

▽
恩
給
欠
格
老
の
遺
族

、
お
よ

び
軟
浚

、
ソ
違
ま
た
は
モ
ン

ゴ
ル
の
地
域
に
強
制
抑
留
さ

れ
日
本
に
帰
還
し
た
方

▽
峨
傷
病
者
峨
没
者
遺
族
等
援

護
法
上
の
軍
属
Λ
雇
貝

、
傭

(
よ
う
)
人

、
工
貝
等
V
お

よ
ぴ
皿
軍
属
の
方

讀
求
万
法

請
求
S

類
を
平
和

祈
念
事
業
特
別
基
金
・
業
務

第
一
課
(

〒
1
1
2文
京
区
大
詼

5
卜
3
-
1
3
)
あ
て
に
送
付

跚
求
S
類
交
付
場
所

本
庁
舎

(
千
庄
)

・
民
生
係

問
合
せ
先

平
和
祈
念
事
業
特

別
基
金
・
業
務
第
一
課
(
　
　

粥
4
7
0
3
1
4
)

ま
た
は

本
庁
舎
(
千
住
)
・
民
生
係

ひ
と
り

親
家
庭

国
民
宿
舎
の
無
料
利
用

母
子
・
父
子
家
庭
の
方
に

、

ひ
と
り
観
家
庭
休
養
ホ
ー
ム
事

藁
を
行
っ
て
い
ま
す
。
観
子
そ

ろ
っ
て
の
夏
の
宿
泊
旅
行
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

宿
泊
場
所

犬
吠
埼
、
日
光
、

軽
井
沢
な
ど
1
0力
所

宿
泊
料

無
料
(
た
だ
し
、
入

鶸
税
等
は
自
己
負
担
)
、年
度

内
2

泊
ま
で

申
込
方
法

各
施
股
へ

予
約

利

用
雰
の
交
付
手
続

各
福
祉

事
務
所
ま
た
は
児
童
助
成
係

で
利
用
券
の
交
付
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。そ
の
際
、毋
子

年

金
・
児
童
扶
養
手
当
証
S

、竒

武
手
当
支
払
通

知
一

な
ど
、

ひ
と
り
親
家
庭
が
確
認
で

き

る
も
の
を
持
参

申
込
・
問
合
せ
先

各
福
祉
亊

務
所
(
表
2
)

ま
た
は
本
庁

舎
(
千
生
)

・
児
童
助
成
係

表2　 各福祉事務所問合せ先

ご
存
じ
で
す
か

一
部
負
担
金
の
特
例

7
0蔵
以
上
(

一
定
の
皿
害
の

杤
態
に
あ
る
方
は
6
5
歳
以
占

で
、
老
人
保
健
法
医
療
受
給
者

趾
を
お
持
ち
の
方
は
。
入
院
時

り
一
部
負
担
金
は
1
日
朷
円
と

な
う
て
い
ま
す
が
、
呎
の
2
つ

り
特
例
が
あ
り
ま
す
。

▽
低
所
得
の
男
(

特
別
区
民
税

非
課
税
世
帯
の
老
齢
福
祉
年

金
受
給
者
)
は
、
2
ヵ
月
間

1
日
M
円
、
以
後
無
科

▽
特
定
疾
病
の
方
(
人
工
W

臓

を
使
用
し
て
い
る
慢
性
腎
不

全
・
血
友
病
)
は
、月

ご
と
に

1
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
　

該
当
す
る
方
(

認
定
証
等
が

必
要
で
す
)
は
、
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問

合
せ
先

本
庁
舎

(
千
住
)
・
老
人
医
療
佩

生
業
資
金
を

貸
し
付
け
ま
す

賃
付
対
象

一
般
の
金
融
機
関

か
ら
融
賢
を
受
け
る
こ
と
が

困
難
で
、
こ
の
賢
金
を
借
り

受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
独
立

の
生
計
か
立
て
ら
れ
、
次
の

要
倖
に
該
当
す
る
方

ワ
区
内
に
1
年
以
上

居
住
し

て
い
る

▽
原
則
と
し
て
、
世
帯
の
生

計
を
立
て
る
住
民
登
録
の
世

帯
主
で
あ
る

▽
事
業
を
拡
充
ま
た
は
新
規

に
始
め
る

▽
住
民
税
を
滞
納
し
て
い
な

い▽
確
実
な
連
帯
保
証
人
を
I
　

人
つ
け
る

貫
付

限
度
額
1

世
帯
あ
た

り
、
川
万
円
以
内

利
率

年
2
.
8
%
(据
置
期
間
中

は
無
利
子
)

返
済
方
法

印
回
元
利
勾
等
贋

還
(
6

ヵ
月
据
置
)

申
込
力
法

申
込
S
を
貸
付
係

に
提
出
(

用
紙
は
区
民
事
務

所
に
も
あ
り
ま
す
)

受
付
期
間
7

月
1
6日
～
2
6日

申
込

・
問
合
せ

先

本

庁
合

(
千
住
)
・
貸
付
係

足
立
区
高
齢
者
事
業
団
が

足
立
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

名
称
変
更
し
ま
し
た

問
合
せ
先

足
立
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

8
5
9
2
5
6
1

生
活
環
境

あ
な
た
が
主
役
　
環
境
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

綾
瀬
川

み
ん
な
で
水
質
調
査

綾
瀬
川
と
そ
の

流
域
の
河
川

を
バ
ス
で
見
学
し
ま
す

。
こ
の

と
き

、
河
川
の
水
を
く
み

、
皆

さ
ん
自
身
の
手
で

水
質
調
査
を

し
て
い
た
だ
き
ま

す
(
道
貝
は

用
意
し
ま
す
)
。

簡
単
な
作
業
で

水
賢
が
わ
か

り
ま
す

。

観
子
で
夏
休
み
を
い
っ
し
ょ

に
過
ご
し
な
が
ら

、
理
科
の
自

由
研
究
を
し
て
み
て
は
い
か
か

で
す
か

。

日
時
7

月
2
4日
(
火
)
、
午
前

9
蒔
～
正
午

費
用

無
料

観
察
地
(
予
定
)

竣
瀬
川

、

毛
長
川

、
花
畑
川

、
垳
(

が

け
)

川

集
合
鳩
所

敵
育
セ
ン
タ
ー

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
万

定
員
3

人
(

抽
遇
)

申
込
方
法

一

括
予
杓

申
込
期
限
7

月
n
日

申
込
・
問
合
せ
先

水
質
調
査

佩
　

跏
5
3
7
5

水
洗
化
が
可
能
に
な
り
ま
し
た

次
の
地
核
の
水
洗
化
が
可
能

に
な
り
ま
し
た

。

こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

に
は

。3

年
以
内
に
水
洗
化
工

亊
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す

。

水
洗
化
可
能
地
域
お
よ
び
供
用

開
始
年
月
日

表
4
の
と
お
り

問
合
せ
先

下
水
道
局
小
曹
支

所
　

鮫
8
8
2
2

な
お

、
水
洗
化
工
事
費
の
融

賢
あ

う
せ
ん

制
度
が
あ
り
ま

す

。
工
事
前
に
連
絡
の
う
え

、

ご
利
用
く
だ
さ
い

。

周
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

計
画
脾
瞳
課
助
虞
係

劒
5
2
0
8

表4　 水洗化 か可 能となった地 域

国

際
興
業
バ
ス

「
鹿

浜
八
丁

目

」

バ
ス
停
を
新
設

設
置
場
所

赤
羽
鈬
方
面
・・
・
混

浜
8
-
1
1
地
先

、
舎
人
団
地

方
面
・・・
加
賀
1
-
1

地
先

問
合
せ
先

太
庁
舎
(
千
住
)
・

交
通
機
関
対
策
室

快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

都
市
景
観
の
協
議
を
始
め
ま
し
た

区
で
は

、
う
る
お
い
や

、
や

す
ら
ぎ
な
ど
快
適
な
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
に
、
郡
市

乗
観
に
つ
い
て
の
協
議
を
始
め

ま
し
た

。

従
来
か
ら

、
公
共
施
設
や
民

間
施
設
な
ど
の
一
定
観
模
以
上

の
建
築
初
等
に
つ
い
て
は

「
ま

ち
づ
く
り
総
合
指
針
」
や

「
環

境
整
臠
指
導
要
綱
」
に
基
づ
き

協
議
を
お
願
い
し
て
き
ま
し
た

が

。7
月
1
日
よ
り
こ
の

協
議

の

畷

、
郡
市
景
観
の
協
議
も
お

願
い

す
る
こ
と
に

な
り
ま
し

た
。こ

の
た
め

、
建
築
物
等
の
計

固
を
し
て
い
る
方
々
に
利
用
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

「
あ
だ

ち
景
観
づ
く

り
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
作
成
し
ま
し
た

。

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は

、
都

市
計
画
課

、
開
発
指
導
課
お
よ

び
抛
足
立
区
ま
ち
づ
く
り
公
社

に
用

愚
し
て
あ
り
ま
す

。
ど
う

ぞ

、
ご
活
用
く
だ
さ
い

。

対
象
地
域

区
内
全
城

対
象
建
築
初

「
ま
ち
づ
く
り

総
合
指
針
」『
足
立
区
環
境
整

飼
指
導
要
綱
』
に
か
か

る
建

簗
初

実
施
時
期
7

月
1

日
以

降
の

届
け
出
か
ら

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)
・

開
発
指
導
係
ま
た
は
都
市
計

画

課
計
画
調
整
第
二
係

保
険
と
年
金

障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
方

現
況
届
の
提
出
を

次
に
膝
当
す
る
国
民

年
金
を

受
け
て
い
る
方
の

妥

給
権
考

現
況
届
」
の
提
出
は
7

月
末
日

で

す
。

▽
2
0歳
前
の
祠
気
や
ヶ
ガ
に
よ

る
障
害
基
礎
年
金

▽
湶
名
福
祉
年
金
か
ら
切
り
替

え
ら
れ
た
障
害
基
礎
年
金

▽
母
子
福
祉
年
金
等
か
ら
切
り

魯
え
ら
れ
た
遺
族
基
礎
年
金

『
現
況
届
』
は

、
引
き
続
い

て

年
金
を
受
け
る
た
め
に
必
要

な
手
続
き
で

す
。

6
月
下
旬
に
届
出
用
雁
を
郵

送
し
ま
し
た
の
で

、
必
要
事
項

を
記
入

、
押
印
の
う
え

、
期
限

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

。

提
出
・
問
合
せ
先

国
民
年
金

課
給
付
係
(

中
央
本
町
1

―
1
7
L
I

晦
5
1
6
5

保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
方
ヘ

国
民
年
金
推
進
員
が
伺
い
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
を

、
納
め

な
い
ま
ま
に
し
て
お
く
と

、
将

来

、
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な

っ
た
り

、
事
畝
や
病
気
で
障
害

者
と
な
ら
れ
た
と
き
に

、
障
害

年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す

。

経
済
的
な
亊
懦
や

、
傷
病
な

ど
の
理
由
で
保
険
料
を
納
め
る

の
か
困
難
な
方
に
は

、
納
付
免

除
の
制
度
が
あ
り
ま
す

。

区
で
は

、
今
年
4
月
か
ら
国

民
年
金
推
進
貝
が
皆
さ
ん
の
ご

家
庭
に
伺
い

、
相
談
等
を
お
受

け
し
て
い
ま
す

。
い
ろ
い
ろ
な

事
崎
で

、
保
険
料
か
納
付
困
羅

な
方
は

、
推
進
貝
と
相
談
の
う

え
免
除
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い

。ま
た

、前
年
度
免
除
を
受
け

、

今
年
慶
も
引
き
峺
き
納
付
困
難

な
方
に
は

、
申
請
(
ガ
キ
を
送

り
ま
し
た
の
で
至

急
返
送
し
て

く
だ
さ
い

。

な
お

、
免
除
を
受
け
た
期
間

に
つ
い
て
は

、
保
険
料
を
納
め

た
珊
合
の
3

分
の
1

の
額
で
受

給
額
か
計
算
さ
れ
ま
す
が

、1
0

年
以
内
に
過
納
す
る
こ
と
が
で

き

、
受
給
額
を
増
や
す
こ
と
か

で
き
。ま
す

。

問
合
せ
先

国
民
年
金
課
保
険

料
係
　

陶
5
1
6
1

国
保
「
海
の
家
・
山
の
家
」あ
ん
な
い

7
月
1
8日
か
ら
8
月
3
0
日
ま

で

、
民
宿
を
借
り
あ
げ
て
国
民

健
康
保
険
夏
手
保
健
施
設

「
海

の
家
・
山
の
家
」
を
開
設
し
ま

す
(
表
3

参
照
)
。
施
設
に
よ
っ

て
は

、
ま

だ
空
窒
か
あ
り
ま
す

の
で

、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

申
込
万
法

空
靈
の
有
無
に
つ

い
て

、
あ
ら
か
じ
め
問
い
合

わ
せ
の

う
え

、
便
用
料
(

郎

塵
代
)

を
添
え
て
直
接

、
窓

囗
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い

※
区
民
事
務
所
で
は
受
け
付
け

て
い
ま
せ
ん

。

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

庁
舎
・
国
民
健
康
保
険
課
庶

務
係
　

枷
5
1
2
1

表3　 国保 「 海の 家 」・「 山の 家 」施 設 一覧
<海の家>

<山 の 家 >

1 部屋 の定 員　6 畳- 4 人 、7. 5 畳- 5 人 、8 畳- 5 人 、

9 畳- 6 人 、10 畳- 6 人 、1 棟- 6 人

※ 宇 佐美 「き む ら 」は 、 温 泉地 のた め 、現 地に て 入 湯税 を

支 払っ て いた だき ます。

教

育

減
免
し
ま
す
幼
稚
園
の
保
育
料

幼
児
の

幼
稚
園
蔵
閣
を
奨
励

す
る
た
め

、保
育
料
を
減
免
し

。

保
護
者
の
経
済
的
負
担
を
軽
減

し
ま
す

。

対
象

区
内
に
居
住
し

、
公
認

私
立
幼
稚
園
お
よ
び
公
立
幼

稚
圜
に
5

歳
児
(

昭
和
5
9
年

4
月
2
日
～
闖
年
4
月
1

日

生
)
、4
蔵
児
(
昭
和
6
0年
4
　

月
2

日

～
6
1
年
4

月
1

日

生
)

を
通
園
さ
せ
て
い
て
表

5
に
骸
当
す
る
歌
庭

申
込
方
法

各
幼
稚
園
に
臠
え

て
あ
る

申
請
用
峨
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え

、
平
成
2
　

年
度
区
民
税
課
税
証
明
一

を

添
え

、
各
幼
碓
園
長
へ
提
出

申
込
期
限
7

月
1
6日

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)
　

・
学
事
第
二
係

表5　 保 育 料 減免 対象 世 帯

※ ( ウ ) に つ い て は 、 世 帯 構 成 員 中 2人 以 上 に 所 得 が

あ る 場 合 に は 、 所 得 割 課 税 額 の 合 計 額 と す る 。

私
立
幼
稚
園
児
の
保
護
者
の
方
に

補
助
金
を
支
給
し
ま
す

区
で
は

、
私
立
幼
稚
園
や
幼

碓
園
頬
似
施
設
に
幼
児
を
通
菌

さ
せ
て
い
る

、
保
護
者
の

方
の

負
担
を
唖
減
す
る
た
め
に

、
楠

助
金
を
年
2
回
に
分
け
て
支
給

し
て
い
ま
す

。

今
回
は

、4
月
I
9

月
の
6

ヵ
月

分
(
前
期
分
)

で
す

。
支

給
要
件
に
該
当
す
る
保
護
者
の

方
は

、申
請
を
し
て
く
だ
さ
い

。

な
お

、
区
内
の
幼
碓
園
類
似
篦

股
は

。
花
畑
団
地
幼
児
取
窒
の
I

園
で
す

。

補
助
金
を
受
け
ら
れ
る
保
護
者

▽
平
成
2

年
4
月
1
日
以
降

引
き
続
き
足
立
区
に
住
民
登

録
し
て
い
る
こ
と

▽
私
立
幼
稚
園
ま
た
は
幼
稚

菌
頬
似
施
般
に
在
籍
し

、
次

の
生
年
月
日
の
幼
児
を
も
つ

保
霞
者

◎
5

蔵
児
(
昭
和
5
9
年
4
月

2
日
～
6
0
年
4
月
1
日
生
)
　

◎
4

歳
児
(
昭
和
6
0
年
4
月

2
日
～
6
1
年
4
月
1
日
生
)

◎
3

歳
児
(
昭
和
6
1
年
4
月

2
日
1
6
2
年
4
月
1
日

生
)
　

▽
保
育
料
を

、9
月
分
ま
で

完
納
し
て
い
る
こ
と

補
助

金
の
額

い
ず
れ
も

、
月

額
1
万
円

支
給
時
期
1
0

月
下
旬
予
足

申
請
方
法

▽
足
立
区
内
の
私
立
幼
稚
園

ま
た
は
幼
稚
園

類
似
施
般
に

在
籍
す
る
園
児
の

保
護

考

は

、
園
か
ら
の
拊
示
に
し
た

が
っ
て
手
続
き
を
し
て

く
だ

さ
い

▽
足
立
区
外
の
区
市
町
村
に

あ
る
私
立
幼
稚
園
ま
た
は
幼

稚
圜
頬
似
施
設
に
在
篇
す
る

園
児
の
保
護
者
は

、
本
人
か

直
接
、
教
育
委
員
会
事
筋
局

学

事
第
二
係
へ
9

月
3

日

(
月
)

ま
で
に
申
躋
し
て
く

だ
さ
い

個
人
申
請
に
必
要
な
も
の

▽
印
か
ん
(
朱
肉
便
用
の
も

の
)▽

園
児
在
籍
証
明
S
(

区
所

定
様
式
の
も
の
)

▽
支
払
い
は
口
座
振
り
込
み

の
た
め

、
保
護
者
名
義
の
預

金
通
帳
(

鄭
便
局
を
除
く
)

そ
の

他
▽
私
立
幼
稚
園
入
菌
料
お
よ

ぴ
保
育
料
に
よ
っ
て

、
祐
助

金
が
調
整
(
減
額
)
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す

▽

住
所
を
移
転
し

た
鳩
合

は

、
足
立
区
に
在
僅
し
た
月

分
を
申
S

し
て
く
だ
さ
い

▽
申
纃
S

類
は

、
幼
稚
園
ま

た
は

学
事
第
二

係
に
あ
り
ま

す
問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
生
)
・

学
事
第
二
係

7 月は

青
少
年
を
非
行
か
ら
ま
も
る

全
国
強
調
月
間
で
す

少
年
非
行
は
昭

和
5
8年
を
ピ

ー
ク
に
相
変
わ
ら
ず
高
い

水
皿

で
推
移
し
て
い
ま
す
。
万
引
や

女
子
非
行
の
増
大
、
無
職
少
年

に
よ
る
凶
悪
・
粗
暴
な
事
件
の

発
生
、
暴
走
族
に
よ
る
暴
走
行

為
の
頻
発
、
青
少
年
を
取
り
巻

く
社
会
環
境
の
思
化
な
ど
楽
観

を
肝
さ
な
い
状
況
で
す
。
そ
こ

で
、
7
月
を
「
苛
少
年
を
非
行
か

ら
ま
も
る
全
国
強
調
月
間
」
と

定
め
、関
係
機
関
、関
係
団
体
、

地
域
住
民
等
が
非
行
に
対
す
る

共
通
の
理
解
と
認
識
を
深
め
、

非
行
防
止
の
た
め
の
全
国
的
な

運
動
を
展
閲
し
て
い
ま
す
。

足
立
区
で
も
、
青
少
年
対
策

地
区

委
員

会
を
は
じ
め
と
し

て
、
闘
係
団
休
に
よ
る
衡
頭
禰

導
や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
講

屓
会
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
輿
全

育
成
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

閥
合
せ
先

本
庁
合
(
千
住
)

。

W
少
年
諜
調
整
係

平
成
元
年
の

足
立
区
に
お
け
る

少
年
非
行
の
概
要

Λ
非
行
少
年
v

補
導
さ
れ
た

非
行
少
年
は
千
3
8
8人
で

。
恥
年

に
比
べ
3
7
1人
、
2
1
%の

減
少
と

な
り
ま
し
た
。
内
容
は
、
万
引

き
、
オ
ー
ト
バ
イ
・
自
転
車
盗

な
ど
が
多
く
、
そ
れ
が
全
体
の
6
3
%

を
占
め
て
い
ま
す
。ま
た
、

凶
悪
犯
や
シ
ン
ナ
ー
な
ど
特
別

法
犯
の
増
加

が
目
だ
ち
ま
し

た
。
中
心
年
齢
は
、
1
4
、
1
5
、
1
6

歳
で
、
こ
の
年
齢
層
で
全
体

の
6
0
%
で
す
。

ま
た
、
在
掌
少
年
が
7
割
を

占
め

、
中
学
生
が
最
多
の

海
人
(

む
%
)

と
な
っ
て
い
ま
す
。

女
子
補
導
数
は
3
1
8人
で

、
減

少
し
た
も
の
の
、
全
体
に
占
め

る
割
台
は
2
3
%
と
、
昭
和
5
7
年

に
次
ぐ
も
の
と

な
り
ま
し

た
。

A
不
良
行
為
少
年
V

不
良

行
為
少
年
は
4
千
捐
人
で
、

前
年
に
比
べ
千
槇
人
、
2
4
9

と
大
き
く
減
少
し
ま
し
た
。

行
為
別
で
は
、
深
夜
は
い

か
い
が
千
鮫
人
(
4
4
%
)
、
喫

煙
千
盜
人
(
匐
%
)
。
中
心
年

齡
は
1
6
、
1
7
斌
が
中
心
で
、

高
校
生
が
最

多
の
2

千
拓

人
。
6
1
%を
占
め
て
い
ま
す
。

非
行
少
年
に
比
べ
在
学
少

年
の

占
め
る
割
色
が
高
く
、

約
9

割
に
遠
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
女
子
の
比
率
は
2
0
%

と
過
去

最
高
と

な
り
ま
し

た
。非

行
少
年
、
不
良
行
為
少

年
と
も
大
き
く
淞
少
し
た
も

の
の

。凶
悪
犯
や
特
別
法
犯
、

女
子
非
行
等
が
増
加
し
て
い

ま
す
。

非行少年 等補導 数

健

康

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
楽
し
い
プ
ー
ル

夏
本
番

、
プ
ー
ル
の
季
節
で

す
。
こ
の
時
期
は
、
一
慶
に
大

勢
の
人
が
入
る
た
め
、
水
か
汚

れ
や
す
く
、
水
質
管
理
に
は
十

分
産
恵
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
保
健
所
で
は
、
プ
ー
ル
管

理
者
に
消
毒
の
徹
底
や
水
質
検

査
の

実
施
な
ど
を
指
毒
す
る
と

と
も
に
、
湎
時
水
質
検
査
を
行

い
、
プ
ー
ル
の
水
の
碕
生
向
上

に
男
め
て
い
ま
す
。

楽
し
い
プ
ー
ル
で
の
1
日
も

利
用

者
の
健
康
状
態
や
マ
ナ
ー

に
よ
っ
て
。
思
わ
ぬ
亊
故
に
つ

な
が
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

プ
ー
ル
を
利
用
す
る
肝
は
呎

の
点
に
住
意
し
ま
し
ょ
う
。

□
プ
ー
ル
に
入
る
前

▽
す
ぐ
に
水
の
中
に
入
る
と
心

臟
マ
ヒ
な
ど
の
原
因
に
も
な

る
の
で
、
必
ず
準
備
体
操
を

し
て
か
ら
入
る

▽
中
目
炎
・
結
膜
炎
・
水
い
ぼ

・

水
ぼ
う
そ
う
な
ど
病
気
の

あ
る
人
は
、
医
師
に
相
談
し

て
か
ら
入
る

▽
化

粧
や
整
髪
科
は
よ
く

落
と

し
、
髪
の
長
い
人
は
、
ヘ
ア

ー
キ
ャ
ッ
ブ
を
す
る

□
泳
ぐ
と
き

▽
オ
イ
ル
や
ク
リ
ー
ム
を
塗

う

た
ま
ま
プ
ー
ル
に
入
ら
な
い

▽
辰
労
や
ケ
ガ
の
原
因
に
も
な

る
の
で
、
あ
ま
り
長
時
間
水

の
中
に
入
り
な
い

□
泳
い

だ
あ
と

▽
消
毒
薬
で
目
や
の
ど
な
ど
の

粘
膜
が
充
血
す
る
こ
と
か
あ

る
の
で
、
水
で
目
を
よ
く
洗

い
、
う
が
い
を
十
分
に
す
る

▽
ア
タ
マ
ジ
ラ
ミ
な
ど
が
移
る

原
因
に
も
な
る
の
で

、
タ
オ

ル
の
貸
し
借
り
は
し
な
い

A
足
立
・
千
佳
保
健
所
V

健
康
チ
ェ
ッ
ク
!

普
段
忘
れ
て
い
る
健
康
を
見
直
そ
う

健
康
教
窒
と
各
種
健
康
相
談

を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
番
加

く
だ
さ
い
。

日
時
7

月
2
0日
(
金
)
、
午
後

1
時
4
5分

場
所

産
業
振
興
館

内
容

▽
健
康
診
断
・・・
費
用
囹

円

、
受
付
時
間
午
後
1

時
4
5
　

分
～
2

時
4
5分

▽
講
演
会

「
あ
な
た
の
胃
腸
は
大
丈
夫

?
」
=
・
講
師
・
小
沢
昭
司
氏

(
胃
腸
科
医

院
長
)
、
午
後
2
　

吟
1
5分
～
3
時
3
0
分

▽
体

力
づ
く
り
コ

ー
ナ
ー

▽
屓

示
コ
ー
ナ
ー
(
虞
人
屑
予
防

の
食
事
モ
デ
ル
籌
)

問
合
せ
先

千
住
保
健
所
業
務

係
　

脚
4
2
7
7

巡 回 健 康 診 査虞
人
病
の
早
期
発

見
の
た

め

、
巡
回
健
康
診
査
を
ご
利
用

く
だ
さ
い

。

日
程
・
場
所

爽
6
の
と
お
り

※
9
月
以
降
の
日
程
は

、
別
途

「
あ
だ
ち
広
報
」
で
お
知
ら
せ

し
ま
す

。

受
付
時
間
午
後
1
蒔
4
5
分
～
　

2
時
4
5
分

対
象

主
婦

、
自
営
業

、
商
店

で
働
い
て
い
る
方
な
ど
で

、

ほ
か
で
健
診
を
受
け
る
機
会

の
な
い
3
0
歳
以
上
の
区
民
の

方
(
た
だ
し
結
核
検
診
は
1
6
　

蔵
以
占

検
査
内
容

▽
結
核
・
昶

が
ん

検
診
(
胸
部
X
線
間
接
撮
彫
)

▽
循
環
器
倹
穆
(

血
圧
測
定

・
汞
検
査
等
)

▽
歯
科
検

診
(

虫
歯
・
歯
石
等
)

費
用

川
円

Λ
注

意
V

▽
X

練
撮
影
を
行
い
ま
す
の
で

金
冥
類
の
つ
い
て
い
な
い
下

番
を
魯
用
し
て
く
だ
さ
い

▽
貴
嫩
品
の
お
頂
か
り
は
で
き

ま
せ
ん

▽
自
動
車
で
の
ご
来
場
は

ご
還

慮
く
だ
さ
い

▽
健
康
手
帳
を
お
持
ち
の

方
は

必

ず
ご

持

番
く

だ

さ

い

※
検
査
の
結
果
、必
要
が
あ

る
場
台
は
、蟹
日
精
密
診
葺

を
行
い
ま
す
(
賢
用
・
・
・
5
0
0
円
、

循

環

器
検

診

の
み
)

※

一

設
診

査

、
精

密

訟

査

と

も

生

活
保

霞

・
庄

民

税

非

課

税

世

帯
等

の

方
は

、

費
用

を

免

除
し

ま

す

。

申

込

方
法

直
接

僉

場

へ

問

合

せ

先

足

立

保

健

所

(
　
a
4
1
5
1
)

、
千

住

保

健

所
(
　

翻
4
2
7
　

了
)

、
本

庁

舎

・

保
健

予

防

佩

表6　 巡回健康診査日程

夜 間 健診 は 、8 月1 日( 水)足立 保健 所
で 行い ま す 。

( 受付時間　午後6時～7時)

7
月
1
日
～
3
1日

愛
の
献
血
助
け
あ
い
運
動

7
月
は

、
優
の
献
血
推
進
月

間
で
す

。
今
回
、
表
7
の
日
租

で

献
血
を
行
い
ま
す

。
粍
に

。

夏
は
保
存
血
液
が
不
足
す
る
た

め
区
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
S
力

を
お
願
い
し
ま
す

。

問
合
せ
先

葛
飾
赤
十
手
血

液
セ
ン
タ
ー
(
　

囘
5
7
　
0
1
)

、
本
庁
舎
(

千
住
)
　

・
保
健
予
防
佩

表7　7 月の献血予定表

受付時間　午前10時～11時30分、
午後12時30分～3時30分

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す
運
動
(
1
8
)

昭
和
5
7
年
4
月
1
日
に
施

行
さ
れ
た

「
地
斌
改
魯
対
策

特
別
措
置
法
」
で
は

、
新
た

に

、
国
や
地
方
自
冶
体
が
事

業
を
実
施
す
る
一

台
に
は

、

そ
の
周
辺
地
域
と
の
一
体
性

を
図
り

、
行
政
の
主
体
性
を

守
り
な
が
ら
公
正
な
遭
営
に

男
め
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
と

い
う
点
が
加
わ
り
ま
し
た

。

こ
の
法
律
は

、5

年
間
の

時
限
立
法
で

す
が

、
施
行
5

年
目
の
昭
和
6
1竿
1
2
月
に
総

理
府
の
附
属
機
関
で

あ
る
地

域
改
魯
対
策
S
議
会
が
意
見

具
申
を
し
ま
し
た

。

具
申
は

、
こ
れ
ま
で
の
事

業
の
基
本
的
見
直
し
を
行
う

中
で

、
な
お
し
ぱ
ら
く
の
閠

特
別
な
立
法
措
置
が
必
要
で

あ
る
と
し
て
い
ま
す

。

こ
れ
を
受
け
て
、昭
和
6
2

年
4
月
1

日
か
ら

「
地
篆
改

蓍
対
策
特
定
事
業
に
係
る
国

の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関

す
る
法
律
J

が
5
年
間
の
蒔

限
立
法
と
し
て

施
行
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
法
魯
で
は

。
地
域
改

善
対
象
事
業
が
実
施
さ
れ
た

地
域
で

。
な
お
引
き
続
き
生

活
環
境
の
改
魯
や
産
業
の
振

興
な
ど
を
図
る
必
要
が
あ
る

場
合
に
は

、
特
別
の
助
成
や

財
政
上
の
措
置

を
行
う
と
し

て
い
ま
す

。

◎
問
い
合
わ
せ
は

、
本
庁
合
(

千
佳
)
・
同
和
対
策
担
当
へ

。

掲
示
板

□
保
留
地
売
却
公
告

抽

選
日

時
7

月

口

日

(
さ

、
午
前
1
0時
～
正
午

保
留
地
の
鳩
所

爾
花
畑
二

丁
目
周
辺

現
地
案
内
日
時
7

月
7
・

8
日

、
午
前
1
0跡
～
午
後

3
時

間
合
せ
先
花
畑
東
部
土
地
　

区
画
整
理
組
合
霤
跏
5
1
8
0

□
講
演
会
「
輸
血
用

血
液
感

染
を
防
ぐ
(
エ
イ
ズ
等
)
」

日
時
7

月
n
日
(
水
)
、
午

梭
7

時
匐
分

場
所

中
央
本
町
保
健
相
破

所
2
睛
会
臨
童

講
師

有
田
準
一
氏
(

葛
飾

赤
十
字
血
蔽
セ
ン
タ
ー
薬

剤
膜
長
)

問
合
せ
先

咄
足
立
区
薬
剤

師
会
　

唹
8
9
3
3

ひ
ろ

ば
※
先
着
順
で

、1
団

体
1
事
業
、3

カ
月

間
再
掲
載
不
可

。

投
稿
先
…
広
報
課

=
催
し
初
=

☆
集
2
回
赤
ち
ゃ
ん
大
会
(

通
算
3
3回
)
7

月
3
日

(
日
)
、
午
前
1
0
時
～
午
慨
3

時
/
千

寿
I

ニ
小
学
校
/
平

虞
元
年
生
ま
れ
の

赤
ち
ゃ
ん

/
勝
豪
宜
鍔
院
　
朏
0
1
3
7

☆
足
立
区
農
産
物
共
進
会

7
月
7
日
(
土
)
、正
午
か
ら

(
2
時
に
野
菜
無
料
配
布
)

/
足
立
農
協
本
店
　
淤
7
5
0
1
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ル
ッ
ク
イ
ン
あ
だ
ち
に

あ
な
た
の
作
品
を

自
作
ビ
デ
オ
募
集

ビ
デ
オ
広
報
「
ル
ッ
ク
イ
ン

あ
だ
ち
」
で
は
、
区
民
参
加
と

区
制
6
0
周
年
記
念
事
業
へ
向
け

て

、
自
作
ビ
デ
オ
を
募
集
し
ま

す

。
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い

。

採
用
の
方
に
は

、
完
成
し
た

「
ル
ッ
ク
イ
ン
あ
だ
ち
」
を

、

ま
た

、
応
募
さ
れ
た
方
に
は
記

念
品
を
お
送
り
し
ま
す
。

□
応
募
基
準

▽
禾
発
表
の
自
作
ビ
デ
オ

▽
作
品
時
間
は
3
分
以
内

▽
制
作
意
図
お
よ
び
内
容
を
要

約
し
て
添
付
(
4
0
0字詰
め
原

糒
用
紙
3
枚
以
内
)

▽
制
作
し
た
ビ
デ
オ
の
進
行
に

台
わ
せ
た
説
明

原
稿
を
添
付

▽
テ
ー
プ
は
、
V
　
H
S

お
よ
び
V
　
H
S
-
C

、
べ

1
夕
用
の
い
ず

れ
か
を
使
用

□
作
品
の
内
容
　

地
域
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
と
な
る

話
題
や
情
報
、
グ

ル
ー
プ
活
動
の
紹

介
な
ど
(
政
治
、
宗

教
、
営
利
目
的
の
内

容
は
除
く
)
区
内
の

情
報

対
象

区
内
在
住

。

在
動
の
方

応
募
期
間
H

月
3
0日
ま
で

※
応
募
テ
ー
プ
は
、
広
報
課
に

帰
属
し
、
返
却
し
ま
せ
ん
。

送
付
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

♀
住
)
・
広
報
課
ビ
デ
オ
担

当
(
〒
1
2
0千住
I
-
4
-
1
8
　

酋
阪
1
1
1
1

㈹
)

ル ッ クイ ンあ だ ちは ビデ オ 広報 で す

自
転
車

放
置
禁
止
区
域足立区

じ
て
ん
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職種およ び受験資格の概要

情
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ハート& ハーモニー講演会　

「人がいて　まちがある
わたしのまち　人情のまち　あだち」

人情味あるまぢ あだち、、に最近
まで住み、いろいろな大と出会い、
多くの人の温かさに支えられてきた
という内海桂子さんに、地域社会と
足立を語っていただきます。ぜひご
采場ください。

日時7月21日( 二t二) 、午後2時～3　
時

場 所 勤 労 福祉会 館( 綾 瀬プ ルミ エ
内)

問 合せ 先 区 民憲 章 推 進協 議会( 二J
ミ ュニ テ ィ推 進課 内) 0880 ―5199

内 海 桂子 さ ん

夏休みの シネサロン

PART1
日程・題名 宮崎駿の作品集　7

月26日( 木) …となりのトトロ
27日( 金) ‥・風の谷のナウシカ
28日( 土) … ルパン3 世カリオ

ストロの城
上映時間 いずれも午後3 時30分
からと午後6 時30分からの2 回

定員 いずれも各10〔〕人
※ 入場は無料。整理券を7 月5 日
から配付します。
場所・問合せ先 青年センター

8890 ―0061

スズムシを
さしあげます

元溯江公園生物館で飼育し たス
ズムシを無料でさしあげ ます。
酉己イ寸日7 月28・29日
配付場所 元溯江公園生物館
申 込方法 往復ハガ キに住所、氏
名、電話番号、「スズムシ希望」、
返信用ハガ キのあて先に住所、
氏名を必ず記入
※ 応募多数の場合は抽選。
申込期限7 月16日消印有効
申込・問合せ先 東部公園管理事
務所 〒120綾瀬2―30―6

0602 ―8836

夏 休 み
親 子区内めぐり
区内の施設を バスでご案内し ま

す。親子で夏休みの楽しい思い出を
つくりませんか。
日時7月23・25日、午前9時～午　
後4 時ごろ

見学施設 消費者センター、教育セ
ンター、見沼代親水公園ほか

対象 区内在住の小学生とその親の
2 人1 組

定員 両日とも15組( 抽選)
費用 無料( 昼食は必ずご持参くだ
さい)

申込方法 往復ハガキに、希望日、親
子の氏名と年齢、学年、住所、電話
番号、「親子施設めぐり参加希望」
と明記( 1 世帯1 通に限ります)

申込期限7 月12日消印有効
申込・問合せ先 本庁舎( 千住) ・
広聴係 〒120千住1- 4- 18

S882 ―1111㈹

ますます便利な図
書
館
へ

いよいよ7 月11日( 水) から、利
用者用開放端末が、全館でスター
トします。目録やカードを調べな
くても区内全館の書誌情報や貸出
状況が、即時に検索できますj
使い方は、どなたでも簡単にで

きる画面タッチ方式です。もちろ
ん、個人情報を保護するため、検
索内容などは一切記録しません。
区内の図書館は一部( 千住・常

東・宮城・新田) を除いて年中無
休、夜8 時まで開館しています。
近くの図書館へ、ぜひお出かけく
ださい。
問合せ先　中央図書館

0840 ―4646

第33回足立区民
ラジオ体操大会

日時7月20日( 金) 、午前6時～　
7 時

場所 荒川千住新橋緑地( 千住5　
丁目地先) 。雨天の場合は、千寿
旭小学校体育館

問合せ先 本庁舎( 千庄)・・体育
振興係882 ―1111㈹、または
ラジオ体操会連盟事務局・大原
887―0329

ビデオコンサート

サーブシーンに合わせたホップ
ミュージックをお楽し みくださ
い。
日時7 月10日( 火) 、午後7時から
題名 アメ ージング・サーブ ・ス
トーリーズ

費用 無料
場所・問合せ先 青年センター

S890 ―0061

ホストファミリーのための英会話教室
外国人をホ ームステ イさせたい

が、ちょっと、会話に自信がないと
思っている方、日常よく使われる英
会話を学んでみませんか。
日時8月1日から9月26日までの　
毎週水曜日( 全8回、8月15日を　
陌なく) 午f麦6ほか～8aか

※ 2 クラスに編成し、クラス単位で
各1 時間。クラス編成は、1 回目

に行います。
場所 産業振興館
対象 区内在住・在勤・在学の方
定員15 人( 2 クラス合計、先着順)
費用1, 500 円
申込方法 直接窓口または電話
申込・問合せ先( 財) 国際親善協会
事務局( 区役所仲町分室)

0882 ―11116代

第43 回区 民水泳競技大会
( 兼墨 東五区水泳大会予選会)

日時8月19日( 日) 、午前9時開会　　
( 午肓り8F緲～8^45分f受けイ寸け)

場所 総合スポーツセンタ ープール
参加資格 小学5 年生以上の区内在
住・在動・在学の方

競技種目 下表のとおり
申込方法 往復ハガキまたは体育課
にある所定の申込用紙に住所、氏
名、大会当 日の年齢( 小・中・高校生

は学年) 、電話番号、参加種目、所属
(小・中・高校生は学校名) を明記

※ 小・中学生は、大会当日、保護者
または引率者の同伴が必要です。
申込期限7 月20日必着
申 込・問合せ先 本庁舎( 千住)・体
育振興係 〒120千住1―4―18

0882 ―1111㈹


